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1．はじめに
文化財の展示・収蔵施設（以下，施設という。）

の有害生物対策は，主に施設内で実施されてき
た。資料のある場所においては，文化財害虫がい
ないことと，カビによる目に見える被害がないこ
とを目指すという方針が文化財IPMの考え方の
中で示されている（（公財）文化財虫菌害研究所，
2014）。また，施設内の資料がない場所（例えば，
エントランスや搬出入口）においては，人や物の
出入りに伴って少なからず外部から侵入する生物
がいることから，侵入数を減らすための対策が実
施されている。

前述した施設内の対策に加えて，施設外周やそ
の周辺環境についても状況を把握し環境改変を実
施することは，ひいては施設内の生物被害発生の
リスクを減らすことに繋がる。しかし，これまで
外周調査に関して報告された例は九州国立博物館

（大城戸，2009；柿本，2009）などごく限られた
ものだけであり，また具体的な生息環境や対策に
言及された解説は少なかったと思われる。

そこで本講座では，前編で屋外のどこ（どう
いった環境）に有害生物が多く生息するのか具体
的に示し，後編で屋外からどのような経路で有害
生物侵入してくるのかとその侵入防止対策を紹介
したい。なお，有害生物の大分類としては主に昆
虫，ネズミ，カビが挙げられるが，ここでは目視
で認識しやすい昆虫類を主な例とした。

2．施設のある場所の環境
外部の環境は施設ごとに異なるため，まずは状

況を整理し，施設のある場所の環境の特徴を明ら
かにする必要がある。環境条件を絞り込む際に注
視した方がよい項目としては，次のようなものが
ある。
⑴地域

　①北，②南，③島嶼など
⑵気候　

①�冷涼，②温暖，③乾燥，④多湿，⑤寒暖
差が大きいなど

⑶立地
①住宅地，②森林，③水辺の近くなど

⑷環境条件
①日当たり　よい／わるい
②湿度　高い／低い
③気温　変動しやすい／比較的安定

3．生物が多く見られる場所の条件
生物の種類と数（あるいは量）が多い場所の条

件としては，次のようなものが考えられる。した
がって，これらの条件が揃わないよう環境を改変
することが対策に繋がる。
⑴水がある。湿度が高い。

→生きていくために水は不可欠である。
⑵餌（有機物）がある。

→生存と成長のために餌は不可欠である。
⑶隠れる場所がある。

→�天敵から姿を隠すことができる方が生存
率は高まる。

4．生物が多く見られる場所の例
屋外では，前述3．の条件を満たすところに多

くの生物が生息しており，目視調査を行うと特に
昆虫類がまとまって見つかることが多い。以下に
そうした環境の具体例を示した。

4−1．人工池（水辺）（図1）
水環境には川，池，湿地など様々なものがある

が，施設の周辺には人工池があることが多い。池
の手入れが不充分だと水中で藻類や微生物等が発
生したり，それを餌にする昆虫類も大量発生した
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りする。
⑴代表的な生物

①�ユスリカ（図2）などのハエ類：腐食性，
植物食性，一部に肉食性

②アメンボ：肉食性
③クモ類：肉食性

⑵発生時期
春と秋に多い。

⑶生息要因
①生息，発生に水辺が必要なため
②水辺で大量発生した昆虫を餌とするため

⑷施設への影響
①ハエ類：屋内への侵入数の増加。
②�クモ類：餌の残骸（虫の死骸など）が残る

ことによるカツオブシムシ類の誘引。
⑸発生防止対策

①定期的な水抜き
②�水抜き時の掃除（落葉や泥など有機物の除

去）

4−2．枯れた植物（図3）
枯れた植物とは，落葉・枯枝・腐葉土などを

図1　人工池

図3　枯枝などのゴミ捨て場

図5　緑地（雑草が繁茂している）

図2　�ユスリカ成虫（幼虫は水底に住む）
　　  蚊に似るが，口が退化し吸血しない。

図4　シロアリの食害を受けた木材

図6　アブラムシの一種
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指し，これらは昆虫類の餌やカビ類の栄養源とな
る。特に水気を含んでいる落葉や枯枝では虫・カ
ビともに生息密度が高くなる。また，ネズミは枯
草などを巣材とすることがあり，注意した方がよ
い。
⑴代表的な生物

①ダンゴムシ・ワラジムシ：腐食性
②ヤスデ類：腐食性
③ムカデ類：肉食性
④コオロギ類：腐食性，植物食性
⑤�シロアリ類（重要）：植物食性（特に枯れ

木（図4））
⑵発生時期

年間。夏期の方が活発である。
⑶生息要因

①高湿度を好むため
②枯れた植物が餌となるため

⑷施設への影響
①�ダンゴムシなどは，降雨後，屋内へ避難

してくる。
②�シロアリ類は，施設（特に木造部）を激し

く食害する。
⑸発生防止対策

①�除草・伐採した植物は，袋にまとめて即
時破棄する。

②�上記①が難しい場合，植物を建物の直近
に置かない。

4−3．植栽・緑地（図5）
植物食昆虫の中には生きた植物を食べるもの

が多く知られている。

⑴代表的な生物
①アブラムシ類（図6）：植物食性
②ガ類の幼虫：植物食性

⑵発生時期
春と秋に多い。

⑶生息要因
生きた植物を餌とするため

⑷施設への影響
①屋内への侵入数が増える。
　�アブラムシ類は人や物に付着し屋内へ持

ち込まれることがある。
　�ガの幼虫（イモムシやケムシ）は這いまわ

る内に屋内へ侵入する。
②�侵入個体の死骸が屋内に残り，虫やカビ

の発生源となる（辻，2005）。
⑸発生防止対策

①�鉢植え，プランターなどは施設内に入れ
ない，近くに置かない。

②�草刈や剪定を定期的に行い，植栽や緑地
を管理する。

③�昆虫類が多数発生している場合，発生箇
所へ薬剤散布を行う。

　�散布の際には，薬剤が飛散して施設に付
着したり，施設内に流入したりすること
がないよう充分に留意すること。

4−4．排水溝・排水枡（図7）
排水溝には常に水が溜まっているものと降雨

時にのみ水が流れるものとがある。蓋がされてい
る場合は簡単に点検できないこともあり，長期間
にわたって人の目が行き届かないと昆虫類（特に

図7　排水溝（水が溜まっている状態） 図8　クロゴキブリ
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ゴキブリ類）が発生したり，ネズミが巣を造った
りする可能性が高い。
⑴代表的な生物

①�ユスリカ（図2）などのハエ類：腐食性，
植物食性

②ゴキブリ類（重要）（図8）：雑食性
③ゲジ：肉食性
④ネズミ（重要）（特にドブネズミ）：雑食性

⑵発生時期
年中

⑶生息要因
①外敵に見つかりにくいため

②温湿度が比較的一定で活動しやすいため
③�ハエ類については，排水溝に溜まった残

渣が餌となるため
⑷施設への影響

①�ハエ類が大量に発生した場合，屋内への
侵入数が増える。

②�ゴキブリ類，ゲジ，ネズミは，排水溝に
沿って屋内へ侵入してくる。

⑸発生防止対策
①定期的な点検。
②�排水溝に溜まったゴミ（汚水を含む。）の

定期的な除去。

図11　天井裏に造られたスズメバチの巣 図12　ヒメマルカツオブシムシ成虫 

図9　石の下の様子　露出面よりも湿り気がある。 図10　ダンゴムシ類 

図13　ヒメマルカツオブシムシ幼虫 図14　屋外の照明 
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4−5．石や木切れの下（図9）
石や木切れの下は直射日光を遮ることができ

るため比較的温湿度が安定しており，生物の生
息・発生源となりやすい。昆虫類には体が平たい
ものが多く，僅かな隙間でも入り込むことができ
る。また，カビが石や木切れと地面の隙間に繁茂
していることもある。なお，プランターの下も同
様に注意した方がよい。
⑴代表的な生物

①�ダンゴムシ（図10）とワラジムシ類：腐
食性，植物食性

②ヤスデ類：腐食性，植物食性
③ムカデ類：肉食性
④コオロギ類：雑食性

⑵発生時期
年間。春から秋は活発である。

⑶生息要因
①外敵に見つかりにくいため
②湿気が高く生息しやすいため
③比較的温度が安定しているため

⑷施設への影響
屋内への侵入数が増える。

⑸生息防止対策
施設の近くに石や木切れを放置しない。
鉢植えやプランターの下も同じく注意する。

4−6．鳥やハチの空巣（図11）
鳥やハチの巣では動物質を食べる昆虫類（カツ

オブシムシ類など）が発生することがある。
鳥の巣に残された羽毛，ハチの巣内の死骸や糞

などから昆虫類が発生することがある。
⑴代表的な生物

①カツオブシムシ類（図12，13）
②ゴキブリ類（図8）

⑵時期
年間

⑶生息要因
①餌（有機物）があるため
②温度が比較的安定しているため

⑷施設への影響
①屋内へ昆虫類の侵入数が増える。

②�屋内に侵入したカツオブシムシ類が内部
発生する。

⑸生息防止対策
空巣は見つけ次第，取り除く。

4−7．照明（図14）
多くの昆虫類は紫外線に正の走光性（光に寄っ

てくる性質）を示すため（辻，2005），紫外線を
出している照明に夜間多数の虫が飛来することが
ある。
⑴代表的な生物

①ガ類（図15）
②コガネムシ類

⑵時期
夏から秋に多い。

⑶生息要因
照明に昆虫類が誘引されるため

⑷施設への影響
①遠くから施設に昆虫類を誘引する。
②�侵入した昆虫類の死骸に虫・カビが発生

する。
⑸生息防止対策

①�防犯上問題がない場合は，夜間照明を消
す。

②�紫外線を出さない照明（例えば，LED（佐
野，2016））に交換する。

5．まとめ
美術館，博物館などは周囲を緑に囲まれた郊

外に位置していることが多く，そうした場合は施
設の外周やその周辺に生息している生物の種類も

図15　照明に飛来したシャクガ類
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量も豊富である。ただ漠然と「館外には多くの生
物がいる」と認識するのではなく，外周のどこに，
どういった種類の生物が，いつ頃（何月頃）見ら
れるのかを把握しておくことは，内部発生防止や
侵入防止対策を考える上でも重要である。

今回紹介できたのは屋外で特に注意した方が
よいところの一例であり，これで全てを網羅した
わけではない。また前述したとおり，施設ごとに
注意すべき条件は異なるので，まずは基本をおさ
えながら自館外周の目視調査から始めていただき
たい。

次回は，今回の内容を踏まえて，屋外からど
のような経路で有害生物が屋内へ侵入してくるの
か，それを防ぐためにはどのような対策を講じれ
ばよいのか解説していきたい。
（いわた・やすゆき

公益財団法人文化財虫菌害研究所）
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